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科学文化亡ンター の現エ展示の中の「雲の動きで見る閲坪の水」
というコー ナ にー、野祠惹「びまわり ＿！ かみの患倣受倍システム
が展示してあります。このンステムは、天気予報であなじみの雲の
様子を、刻l々 とテレピ画面に映し出します。まだ、前の16 画面を記
穏じているので、雲の動きを連続的に見ることもでき、雲が国の方
から東へ動いていく様子が:J_ くわかります。
前線に件ってできる雲の妾が、はっきりと分かぞようになり、私た
ちをだいへんあどろかしたものです。ここでもう lつ「ひまか）」
の画像で見ることのできる力}[)マェのうす列という現象包砂しま
しょう。これは、 1984 年2月21 日に朝鮮中鵬の南にある済川島の風
下にできたフJJ レマンのうず列で
す。強い季節風が、標高195 0刊
のI¥-:.J ナ山に吹きつけて、風下
に交互にできろうずの列加、雲
によって見宅るようになっだt!)
です。
この現象は、眺秋から初春に
,. ■ ,.,_ ' 
見否ことができ言す。字た、大気の気温が下眉より上暦の方が高
くなる逆転層ができ、標高100 箭付近に重い空気さ胚い空気の境
い言す。逆転層の部分がちょうと天井(f) ょヅ詣翌図屹はだU 、風
が山を赳宅ないで、山訂町）を回って行くときにうず府できるの
です。
カ）レマンのうす｀ タII ほ、北海道の利尻畠の風下にもできろことか‘‘
知られていま了。こ汎は、以前から語内の風向言tの記録りも、こ
tJ) 現象ができると推定されていましたが「ひまわり」の画像では
じめてはっきりとその姿が見咤て確認されました。
：：：のうずの大きでは、キ径が11 K翻 ＼ら18K1 訳さ、同じ1月If (/) クずの
閻隔が100 掴にもなり、うずはピいピい庁測で 61 固から 8僭までし
かできま巳ん，しかし、 1(回のうずができるのに 4時問もかかる
ごとが知ら礼ています＂
「ひまわり」の邑像で見ろカルマロのうす夕ll ほこのように大き
なスワ Iーレですが、小さなものは実験空で簡単に作り出すことか:'
できます。浅い水曹に墨汁を流し、 広がっだ所にわりばしを走ら
ビます．適労な速さの時に刀lゾ内」のうず'jlJ ができ言す。「ひま
わり」 (!1 画像で見るのと同じうすです。大きくても小さくてな
刀}I/ マンのうず列として(/)J 性質は同じです。 H.K 
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